
【２０１７マニュフェスト】【詳細版】 
平成 29 年５月３日 

【更新】平成 29 年５月 13 日 

 

1 

１．【しあわせ倍増計画３】 

（１）子どものしあわせ倍増 

☆“希望（ゆめ）と絆”の教育 NO.１都市を実現！ 

・給付型奨学金や奨学金の返済支援制度の創設など、教育支援の拡充 

・発達障がい・情緒障がい通級指導教室の拡充と特別支援学級の全校配置 

・学校のリフレッシュ計画の推進とトイレの洋式化を推進 

・子ども若者の学習支援と若者支援の推進 

・学年別学力テストの積極活用とアクティブラーニングの推進 

・未来くる先生を活用した、夢を持ち実現する教育の推進 

・地元シェフ給食と学校教育ファーム推進および食育の推進と、地域に開かれた学校給

食の活用 

 

（２）女性のしあわせ倍増 

☆「子育て楽しいさいたま市」と、さらに女性が輝くまちの実現！ 

☆待機児童ゼロの実現と、親子の絆を深める子育て支援の拡充！ 

・認可保育所の増設と保育士の処遇改善など保育士の確保対策をさらに強化 

・ライフスタイルに対応した「子育て支援型幼稚園」認定制度による幼児教育の拡充 

・不妊治療支援の充実、妊娠・出産包括支援センターの全区設置と産後ケアの拡充 

・放課後児童クラブの増設とチャレンジスクールの充実（５月１３日下記へ更新） 

・放課後児童クラブの増設に向けて、学校の余裕教室の放課後児童クラブへの転用に向

けた市長部局と教育委員会の更なる連携・取組とチャレンジスクールの充実（５月１３日追記） 

・こども家庭総合センターの整備 

・多世代交流食堂の支援強化とスクールソーシャルワーカーの拡充 

・パパサンデーやパパスクールなど父親、祖父母の子育て参加を推進する施策の拡充 

 

（３）高齢者のしあわせ倍増 

☆高齢者が健幸で、生き生きと輝く、安心できる健幸長寿のまちの実現！ 

・日常生活圏域へコーディネーターを配置しセカンドライフを支援 

・シルバーポイント事業やアクティブチケット事業など高齢者の健康、社会参加の機会

を増やす取組の強化 

・公認グラウンドゴルフ場の整備と地域や世代を超えた東楽園の整備 

・認知症サポーターの拡充と認知症高齢者などの総合支援事業の推進 
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（４）障がい者のしあわせ倍増 

☆障がいのある方が地域の中でいきいき輝き、ともに支え合うノーマライゼーション

都市の実現！ 

・グループホームの拡充など、障がい者の住まいの場確保に向けた取組 

・市役所ステップアップオフィスの拡充、企業特例子会社やソーシャルファーム活用へ

の誘導策充実など障がい者の働く場づくり、障がい者のハート調達を推進 

・精神障がい者アウトリーチ推進事業の取組を支援 

・発達障がい児療育のための施設整備など総合療育センターの機能を拡充 

・東京オリンピック・パラリンピックに向けた、まちや交通機関のバリアフリー化、ユ

ニバーサルデザインを推進 

 

（５）医療・福祉健康倍増  

☆健康で長生きできる生涯現役の「健幸都市」を実現！ 

☆いざという時の救急医療・地域福祉の確立！ 

・市立病院の建替と救命救急センターの新設、さいたま北部医療センターの移転建替え

推進など医療体制を拡充 

・小児・周産期医療の充実と歯科口腔保健の推進 

・民間と連携のもとに健康マイレージ制度の拡大と健康データ活用による施策を推進 

・「歩くことから始める」スマートウェルネスさいたま推進市民会議（仮称）の設置と、

「健康経営」の認証制度創設など官民一体となった健幸都市づくりの推進 

・地域で安心して暮らせる地域包括ケアシステム構築と予防・医療・福祉の切れ目ない

支援を推進 

・24 時間介護サービス充実と介護の改善によるインセンティブ付与する施策の推進 

 

 

（６）文化・芸術による豊かさ倍増 

☆伝統文化を継承し、新たな文化・芸術を創造する都市の実現！ 

・（仮称）岩槻人形博物館の整備と､親と子の絆を大切にする人形文化の振興 

・芸術文化の創造拠点設置と「文化振興基金」を活用した市民文化活動の支援を強化 

・市民参加型の国際芸術祭の継続と、盆栽文化を継承するさいたま国際盆栽アカデミー

の充実と盆栽文化の振興 

 

（７）市民・子どもの安心安全倍増 
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☆犯罪・交通事故・災害から子どもや市民を守る市民・事業者・行政が連携した安心安

全な地域体制の確立！ 

 

①交通安全 

・「さいたまハート」（自転車のまちづくり）の推進と自転車レーンの 10 年 200km の前

倒し整備、子ども自転車運転免許の推進と高齢者の自転車安全教室を拡充 

・ゾーン 30 の増設など安全な通学路の環境を整備 

 

②防災 

・自治会館や公園など防災機能を持った地域拠点の整備を支援 

・消防職員 OB や防災士などを活用した地域防災力の強化 

 

③防犯 

・23000 人を超える学校安全ネットワークのさらなる拡充と、市民力を生かした安全な

地域コミュニティー・学校の構築 

・WHO セーフスクール、セーフコミュニティ認証取得を推進 

・客引き等防止条例の制定 

・（仮称）大宮北警察署の誘致 

・犯罪被害者支援に向けた取組 

 

（８）自然・環境倍増 

☆首都圏有数の緑地空間「見沼田んぼ」の保全・活用・創造と、水と花と緑を活用した

まちづくりの推進！  

・オープンガーデン、花いっぱい運動の推進と「さくら」「サクラソウ」などの花木な

どを活用した「四季の花に触れ合える街」づくり 

・ホタルの舞うホタルの里復元プロジェクトの推進 

・見沼田んぼ・荒川周辺の自然環境を生かした遊歩道及びマラソンコース、サイクリン

グコースの整備をはじめとした観光ルートづくり 

・見沼田んぼを農業生産や自然、レクレーションの場などとして積極的な活用を目指す 

 

（９）暮らしやすさと絆の倍増 まちづくり・コミュニティー 

☆身近な生活環境を改善するとともに地域コミュニティーの絆の強化！ 

・スマイルロード、くらしの道路について、申請から着工まで原則２年以内 
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・都市公園の整備推進と公園空白地域の解消を目指す 

・自治会加入率を高めるための支援策を強化 

・公園などにおける公衆トイレのリフレッシュ計画策定と推進、きれいなトイレ・バリ

アフリートイレの登録制度創設による「日本一トイレのきれいなまちづくり」を推進 

・人権を尊重するために、ダイバーシティやインクルージョンを推進する取組や LGBT

に対する理解を深める取組の実施 

・コミュニティバス、乗合タクシーなど利用しやすい公共交通の推進 

 

（１０）中小企業対策の強化と雇用倍増 

☆中小企業支援と就労支援体制及、女性の就業支援の充実！ 

・中小企業の事業継承や継続などへの支援と人材確保対策の支援 

・女性や若者向けの創業支援体制の強化とコミュニティビジネスの推進 

・就労支援体制の支援と障がい者やニート、がん患者などの就労機会の創出 

・CSR チャレンジ企業認証制度、リーディングエッジ企業認証制度の拡充 

・市内の大型イベントなどと連動した商店街支援対策の検討と実施 
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1. 【さいたま市新成長戦略】 

（１）東日本の中枢都市づくりの推進と東日本広域経済圏構想！ 

①駅・鉄道網・広域道路網・空港とのアクセス強化など交通インフラの拡充 

・東日本の中枢都市としてのさいたま市のグランドデザインを描く 

・大宮駅グランドセントラルステーション化構想の推進 

JR 大宮駅・埼玉新都市交通・東武線アーバンパークラインの乗換え改善を図る 

大宮駅北口開設やバスローターリーの新設、老朽化した大栄橋への対策、新幹線大宮

駅始発復活など大宮駅の東日本のハブステーション化と駅へのアクセスの強化、駅周

辺まちづくりの推進 

・地下鉄 7号線の延伸と東西交通大宮ルートの推進 

・新大宮上尾道路の延伸（北伸）と首都高速道路埼玉新都心線の延伸（東伸）の推進 

・空港へのアクセスの強化 

 

②２都心４副都心の都市機能の向上と、与野本町駅周辺地区まちづくりマスタープラ

ン及び地域まちづくりの推進 

・都市再生緊急整備地域指定と民間の活力を生かした大宮駅周辺のまちづくりを推進 

・大門町 2丁目中地区再開発事業の推進 

・大宮区役所・図書館複合施設と周辺の氷川参道環境整備や旧中山道歩道の整備 

・桜木駐車場などのホテル&コンベンション MICE 施設の検討 

・大宮駅西口第 3—B 地区、第 3—A、D 地区再開発などの推進 

・浦和駅西口南高砂地区市街地再開発事業の推進と、浦和駅西口中ノ島地下道の整備 

・副都心としての岩槻地区の都市機能を強化するとともに、「浦和美園～岩槻地域成長・

発展プラン」推進による地下鉄 7号線の延伸 

・「美しい園プロジェクト」として、浦和美園地区を「環境・安全」「健康・スポーツ」

のコンセプトを生かしたまちづくりを進める 

・中央区役所や与野中央公園の早期整備を含めた与野本町周辺のまちづくりを推進 

・さいたま北部医療センターや移転後の大宮警察署跡地に関して、地元要望を踏まえた

有効活用の検討 

・区画整理をはじめとした地域のまちづくり支援と都市基盤整備の充実 

 

③ビジネス交流の推進 
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（２）日本一安全で環境に優しい「さいたま都市強靱化計画」の推進！ 

・国の総合特区「次世代自動車・スマートエネルギー特区」事業推進と、認定制度によ

る「スマートホーム」「スマートコミュニティ」の市内拡大 

・自然や農業と触れ合い、防災機能も持った 16ha 規模の新“見沼セントラルパーク”

の推進 

・防災都市づくり計画の推進と準防火地域の拡大、広域避難場所の拡充 

・防災アドバイザーや消防職員 OBの拡充・活用 

・水素を活用した燃料電池、CNG、太陽光、ゴミ発電など自然再生エネルギーなどを活

用した分散型エネルギーの拡充と災害時におけるエネルギー確保への取組 

・防災や景観に配慮した「無電柱化推進計画」を策定 

 

（３）スポーツ NO.1 都市戦略 

☆スポーツ産業の振興と笑顔あふれるスポーツの力を活用した国際スポーツタウンを

創造！ 

・さいたま市女子サッカー大会をはじめとした女子スポーツの支援と、浦和駒場スタジ

アムの女子サッカー聖地化への取組 

・スポーツ大会を誘致する「さいたまスポーツコミッション」について独立した法人化

を図るとともに、ツール・ド・フランスさいたまクリテリウムの民間移行などスポーツ

産業の育成、市場拡大の施策を充実 

・さいたまシティカップの継続開催と地元のプロ・アマのトップチームとの連携による

地域経済の活性化、スポーツ観光・産業の振興 

・健康長寿社会を実現するための官民連携によるスポーツ施設の拡充とスポーツシュ

ーレの整備 

・「さいたま市スポーツ振興基金」の拡充と、オリンピック・パラリンピックを目指す

選手の育成支援やスポーツ選手の競技力強化 

 

（４）国際観光都市 MICE 戦略と、農業及び食を活用した観光産業戦略 

☆コンベンション・宿泊施設の誘致・拡充と東日本の広域連携の拡充！ 

・次世代型スポーツ施設やコンベンション施設、宿泊施設などの積極的な誘致・整備 

・さいたま MICE 戦略策定と、国際会議や全国会議、展示会などイベントなど誘致、組

織の拡充 

・ヨーロッパ野菜などを活用した地場野菜の積極的な「６次産業化」推進と“さくら”
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や“うなぎ”など地域資源や食文化を活用した食の観光戦略を推進 

・見沼田んぼを積極的に活用した体験型農業観光などの推進 

・官民一体となった WIFI 環境の整備 

・東日本の自治体や観光組織との連携による「東日本ゴールデンルートづくり」 

 

（５）健康産業育成と医療ものづくり都市構想２ 

☆健康産業と医療機器分野の産業振興！ 

・第２次医療ものづくり都市構想の推進と健康産業の育成 

・ビッグデータを活用した健康産業支援と、高度な技術力を生かした医療機器分野への

地元企業進出支援の強化 

 

（６）グローバル企業の育成支援・企業誘致の拡充と国際展開支援２ 

・先進企業の誘致を目指した産業振興地域の拡充と、本社や研究開発拠点などの誘致と

受け皿づくりに向けた支援策の強化 

・ドイツ・バイエルン州との連携及びビジネスの機会拡大に向けた支援 

・海外新市場への販路拡大とグローバルニッチ企業を育成 

・水道事業の国際協力を拡大 

 

（７）グローバル時代の国際教育文化都市 

☆国際中等教育学校の創設と小１からの英語教育の充実、文化芸術を活用した創造都

市の実現！ 

・国際バカロレア認定の中等教育学校の整備・推進と、小学校１年生からの英語教育「グ

ローバルスタディ」の推進 

・大宮盆栽のブランド化とさいたま国際盆栽アカデミーによる人材の育成、大宮盆栽美

術館の回遊ネットワークの強化、聖地化 

・（仮称）岩槻人形博物館の整備と岩槻歴史街道まちづくり構想の推進 

・芸術文化を活用した産業、福祉、教育施策の拡充とさいたま市文化芸術都市創造計画

に基づく、市民参加型の特色ある国際芸術祭の開催 
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３．【行財政改革推進計画３】—高品質経営市役所 

 

（１）さいたまシティスタットの確立による行政の見える化と、市民・事業者・大学と

の連携の推進！ 

・さいたまシティスタットの確立と ICT 化による自治体経営システムの構築 

・包括協定等の推進と民間事業者・大学との連携協力関係の拡充強化、 

・マッチングファンド制度の改善・充実など市民との協働、市民参画の推進 

・民間や専門家と連携したシティセールスの強化と、都市のブランド力の向上に向けた

施策の強化 

 

（２）歳入を増やす財源創出のための施策の拡充と公民連携の推進！ 

・公共施設マネジメント計画の再構築と様々な手法を取り入れた公民連携の推進、あわ

せて公共施設の活用に関し民間との連携や施設の見直し 

・「さいたま方式」の公共施設マネジメントによる、安心・安全で持続的な施設サービ

スの提供を目指した公共施設の長寿命化などによる歳出の平準化 

・歳入を高めるための財源創出の取組強化 

・出前講座の推進、専門家を活用した広報 

 

（３）CS90 運動の推進と、残業削減と働き方改革の推進！ 

・CS90 運動の推進と「住みやすい」90％以上の実現 

・ 時間外勤務の大幅な削減と多様な働き方改革を進めるためのプロジェクトチーム

の設置と推進 

・ 地域へ飛び出す公務員の推進 

・改善活動の強化と働きがいある職場づくりの推進 

 


